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4月20日から北海道「道の駅」スタンプラリー2019 
が始まります！！ 

～“コラボ道の駅        ” が１３か所から６０か所に！～ 

 

 

 

 

 
この取組は、平成 29年 10 月の『シーニックバイウェイ北海道推進協議会と株式会社北海道日本ハム

ファイターズとの包括的連携と協力に関する協定』の締結、また、平成 30年 11 月に『シーニックバイ

ウェイ北海道推進協議会と北海道地区「道の駅」連絡会との包括的連携と協力に関する協定』を締結し

ており、その包括連携協定の取組の一環として、北海道日本ハムファイターズ・道の駅・シーニックバ

イウェイ北海道の特別連携企画として行います。 

＜特別連携企画:詳細別紙１参照＞ 

 ・コラボ道の駅６０か所のうち１５か所のスタンプを集めると”ファイターズ賞”の応募ができ、抽

選で１５名様に、直筆サイン入りレプリカユニフォームをプレゼント。 

 ・Ｗチャンスとして抽選で４５名様に、ファイターズ豪華グッズをプレゼント。 

・コラボ道の駅の６０か所で連携記念グッズの購入ができます。 

・コラボ道の駅６０か所のうち２２か所にご当地フォトパネルを設置します。 

 

なお、連携記念グッズ販売の収益の一部はシーニックバイウェイ北海道の活動に充てられます。 

「シーニックバイウェイ北海道」のルートと「道の駅」を巡りながら、特別連携企画をお楽しみくださ

い。 

 

 

 

 

 

平成31年4月20日から“北海道「道の駅」スタンプラリー2019”が始まります。 

昨年から開始した「シーニックバイウェイ北海道」と株式会社北海道日本ハムファイターズの連携

企画として、「シーニックバイウェイ北海道」と連携した北海道日本ハムファイターズとの“コラボ

道の駅”を６０か所に拡充し、連携記念グッズ販売やご当地フォトパネルを設置する特別連携企画を

行います。 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局  電話（代表）011-709-2311 

        建設部 道路計画課 課長補佐    神田 太郎（内線 5355） 

建設部 道路計画課 道路調査専門官 長内 正宏（内線 5845） 

北海道開発局ホームページ http://www.hkd.mlit.go.jp/ 



別紙１ 

■企画の詳細内容 
①昨年に引き続き“北海道「道の駅」スタンプラリー2019”に『ファイターズ賞』が設けられます。 

ファイターズとの“コラボ道の駅”６０か所のうち１５か所のスタンプを集めて応募ができます。 

 

② 限定コラボグッズが購入できます。 

ファイターズとの“コラボ道の駅”６０か所では、㈱北海道日本ハムファイターズ×『道の駅』 

×シーニックバイウェイ北海道連携記念グッズを購入できます。 

 記念グッズは、ご当地のシンボルと北海道日本ハムファイターズのマスコットキャラクターが 

あしらわれ、当該「道の駅」名とシーニックバイウェイ北海道ルート名が掲載されたアクリル 

キーホルダーとなっています。 

 

③ フォトパネル（顔出しパネル）が設置されます。 

ファイターズとの“コラボ道の駅”６０か所中２２か所に、「シーニックバイウェイルート」や「コ

ラボ道の駅の町」の景色を背景に北海道日本ハムファイターズの選手と一緒に写真撮影が出来るご当

地フォトパネルが設置されます。 

設置される駅は参考資料をご覧ください。 

 

※アクリルキーホルダー発売日、フォトパネル設置開始日：２０１９年４月２０日（土） 

※ファイターズとの“コラボ道の駅”は、北海道内の道の駅の中から特別連携企画の参加の意向をいた

だいた道の駅となっております。 

※｢アクリルキーホルダー｣は、各コラボ道の駅で販売されます。 

※｢アクリルキーホルダー｣は、予定数に達し次第、終了となる場合がございます。 

※｢アクリルキーホルダー｣の在庫状況については、各道の駅にお問合せください。 

 

【北海道「道の駅」スタンプラリー2019 について】 

 “北海道「道の駅」スタンプラリー2019”は、 4 月 20 日（土）からスタートします。 

 詳しくは、ホームページ「北の道の駅」をご覧ください。 

http://www.hokkaido-michinoeki.jp 

また、今年度も「道の駅」スタンプラリーの『シーニック賞』は引き続きお楽しみ頂けます。 

スタンプラリー帳と同日に発売開始される『シーニックバイウェイ北海道 シーニックドライブマッ

プ 2019』の応募券添付で応募ができます。 

 

【シーニックバイウェイ北海道とは・・・】 

みちをきっかけに地域と行政等が連携し、『美しい景観づくり』『活力ある地域づくり』『魅力ある観

光空間づくり』を目的に地域ごとに特色のある様々な活動が進められ、全道で１５（内指定ルート１３） 

ルート約４００の団体が活動しています。 

詳細は、シーニックバイウェイ北海道推進協議会ホームページを参照ください。 

https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/kn/dou_kei/ud49g7000000n0ut.html 
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